
平成２７年１月定例教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 日  時 

  平成２７年１月１９日（木） 

    開会 １５時００分    閉会１７時００分 

 

２ 場  所 

  教育庁教育委員会室 

 

３ 出席委員 

  委員長              山縣 俊郎 

  委員長職務代理者         稲野 靖枝 

  委員長職務代理者         岡野 芳子 

  委員               中田 範夫 

  委員               宮部 秀文 

  委員（教育長）          浅原 司 

 

４ 出 席 者 

  教育次長             原田 尚 

  教育次長             小西 哲也 

  審議監              廣川 晋 

  審議監              河村 行則 

  教育政策課長           嘉村 靖 

  教職員課長            首藤 裕司 

  義務教育課長           清時 崇文 

  高校教育課長           栗林 正和 

  特別支援教育推進室次長      石本 正之 

  社会教育・文化財課長       藤村 恭久 

  世界ｽｶｳﾄｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ開催支援室次長  河村 祐一 

  人権教育課長           髙原 透 

  学校安全・体育課長        御神本 実 

  教育政策課企画監         濵井 昭巳 

  やまぐち総合教育支援センター次長 小村 信 

  



 

 

 議案第１号『教育委員会が任命する現業職員の給与に関する規則の一部を改正する規則の

一部を改正する規則の制定について』 

「教育委員会が任命する現業職員の給与に関する規則の一部を改正する規則」の改正につい

て、教職員課から説明し、承認を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議案第１号については、全委員の賛成により承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 案 

【概 要】 

教育委員会が任命する現業職員の給与に関する規則の一部を改正する規則    

の一部を改正する規則の制定について 

 

１ 改正の趣旨 

平成２６年１０月１７日の人事委員会勧告等に基づき、一般職に属する学校職員の給 

与に関する条例の一部を改正する条例（平成１７年山口県条例第１０５号）が１１月県 

議会において改正されたことに伴い、教育委員会が任命する現業職員の給与に関する規 

則の一部を改正する規則（平成２２年山口県教育委員会規則第１５号）の一部を改正し 

ようとするもの。 

２ 改正の内容 

  平成１８年度から実施した給与構造改革における経過措置を廃止する。 

３ 施行期日 

  平成２７年４月１日 

 



 議案第２号『山口県文化財保護審議会に対する諮問について』 

「山口県文化財保護条例」第４条第３項の規定による文化財保護審議会への諮問について、

社会教育・文化財課から説明し、承認を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【概 要】 

 議案第２号については、全委員の賛成により承認された。 

 



 議案第４号『山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認）』 

「山口県教育委員会表彰規則」による表彰について、教育政策課から説明し、承認を求めた。 

 

 

 

 

 

 議案第４号については、全出席委員の賛成により承認された。 

 

 

 

 

 ◆山口県教育振興基本計画の改定について、教育政策課から以下のとおり説明が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 

 山口県立防府西高等学校事務長 藤井
ふ じ い

 一士
ひ と し

 に対して、教育長が臨時に代理して永年精勤とし

て表彰したことを報告した。 

協 議 事 項 

【概 要】 



 

 

◆平成２６年度山口県学力定着状況確認問題の結果について、義務教育課から以下のとお

り報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査の結果 

○ 発表する機会、授業の目標を示すこと、授業の振り返りに関する質問項目等において、 

全ての学年で、肯定的な回答をした児童生徒が、昨年度より増加している。 

○ 各教科の「学習が好きだ」、「授業の内容がよく分かる」という質問項目において、 

全ての学年・教科において、肯定的な回答をした児童生徒が、昨年度より増加している。 

○家庭での学習時間については、改善傾向にはあるものの、依然として課題が見られる。 



【 質 疑 】 

 ○稲 野 委 員：正答率の目標値のようなものは設定されているのか。 

●義務教育課長：各設問について、正答率が８０％以上であれば、成果として捉え、７０％以

下であれば、定着に課題があるという捉え方をしているが、全体的な正答率

の目標値については、設定はしていない。 

 ○中 田 委 員：様々な人の考え方であるとか、直接経験できないような事柄に関する知識と

いったようなものは、本を読むことで身に付けていくことになる。そういう

意味では国語というのが、学習にあたっての一番の基礎になっていると思う

ので、子どもの頃から本を読むような習慣を身につけるよう指導を進めても

らいたい。 

○委 員 長：授業の狙いや、振り返りの実施に関する質問が行われているが、こうし

た点について、全県的な取組を行ったりはしたのか。 

●義務教育課長：授業の初めにねらいを設定し、ぶれない授業を行う。また、最後に振り

返りを行い、子供たちの理解の状況を確認する。それをさらに補充学習

等につなげていくといったことについて、今年度特に力を入れて市町教

委と一緒に取り組んできた。 

○岡 野 委 員：教員が各児童生徒の理解度を把握する力を持つことが何より重要。その

力がないと効果的な補充学習等を行うことができない。 

○稲 野 委 員：この学力調査は毎年行っていると思うが、各児童生徒の年次での成績の

推移といったものは把握しているのか。 

●義務教育課長：個人の成績表を作成できる支援ツールを作成している。このツールを用

いて、年次ごとの成績の推移等について表を作成し、今回調査であれば

その結果を３学期末の保護者会等で配付できるように準備をしていると

ころ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◆山口県立学校現業職員の実習助手及び栄養士への任用替え特別選考試験の選考結果につ

いて、高校教育課から以下のとおり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 ◆山口県文化財専門員の選考採用試験の結果について、社会教育・文化財課から以下のと

おり報告が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概 要】 



 

 

◆子ども達の望ましい食生活の定着に向けた食育の推進について、以下のとおり意見交換を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 交 換  

【概 要】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 主な意見 】 

○岡 野 委 員：郷土料理を給食で出す取組を行っている学校があるが、そうした取組の

際に、「これはどこの郷土料理ですよ」といった食べさせ方をするだけで

はなく、郷土料理を通して地域の歴史を子ども達に教えるようにして欲

しい。 

○委 員 長：家庭で郷土料理を作ることの出来る人が少なくなっていることもあり、

郷土料理そのものを知らないという子ども達も増えている。 

○岡 野 委 員：核家族化の進展や、共働きが多くなったことで、食事についてもスーパ

ー等を利用して手軽に済ませるようになったことも理由の一つだと思う。 

○宮 部 委 員：岩国では岩国寿司等、法事や祝い事の際に大量に作って振る舞う料理が

郷土料理だが、最近は自分達で作らずに業者に頼む家庭が多くなった。 

        こうした現状を考えると、郷土料理を継承していくのも難しくなってい

ると思う。 

○委 員 長：アメリカ等では、日本人の長寿の理由として和食が挙げられ評価されて

いる一方、日本では食の欧米化が進んでいるので、郷土料理を給食で食

べる等といったような取組は是非進めてもらいたい。 

○稲 野 委 員：共食を進める上で、家族と話ができるような話題作りも必要。例えば、

郷土食や行事食を自分たちで調べて、その話を家庭で子ども達が親にす

ることが出来るような取組もあると良い。 

○岡 野 委 員：共食のことも大事だと思うが、今は作り置きをしてある食事を一人で食

べて、それから塾に行くといった生活を送っている子ども達も多くいる。

そうした孤食の場合での食事の取り方等についてもよく考える必要があ

ると思う。 

 

 

 

 


